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MPEG1、MPEG2、 MPEG4、H.264/AVC が提案されてきた。 
 
本論文は H.264/AVC を対象として、動画像圧縮システムの圧縮効率向上と演算量




(Motion Vector: MV)、動きベクトル予測(Motion Vector Prediction: MVP)と動きベク



































第 ３ 章 ”Compression Efficiency Improvement Method by Using Velocity 
Compensation Prediction ” [速度補償予測による圧縮効率向上手法]は B フレーム双方
向 MV 予測問題に対して、圧縮効率向上のための速度補償予測手法を提案している。
既に H.264 の標準予測方式として採用されている TDMP 法(Temporal Direct Mode 
Prediction Method)は、未来方向の参照フレームから、現在のブロックと同じ位置にあ
るブロックの MV を基準予測 MV として採用し、現在のフレームから双方向の参照フ
レームへの２つの予測 MV を求めている。基準予測 MV には、未来方向の１つのフレ
ームしか参照されていないために、ブロックの動き速度の変化が全く反映できておらず、
ブロックに対して精度良く MV が予測できないという問題があった。本提案手法は、
MV に新しく加速度の概念を導入し、双方向の２つのフレームから求めた夫々の MV に
基づき、基準予測 MV を計算している。このため、ブロックの動き速度の変化が反映
できることとなり、予測精度の向上が図れる見込みが大きい。実験結果によると、本提










生じる。 Xu の方法はブロックの周囲の MV の大きさに応じて、探索範囲を決めてい
るが、MV の絶対値は探索範囲とは直接の関係がないため、演算の削減量も十分ではな
い。本論文では MVD (MV の差分)情報と探索範囲の関係を、幾何学的原理に基づき始
めて明らかにした。２つの MVP (MV の予測値)から予測した MVD に基づき、探索範
囲を決定している。 
（提案１）二つの MVP として、中心値予測法に基づいた MVP と、前の参照フレーム
の現在ブロックと同じ位置の MV に基づいた MVP を採用している。  （提案２）二
つの MVP として、中心値予測法に基づいた MVP と、現在のブロックを含めた大きな
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